
「敵役」像弓慕い清河八郎没後150年

新たな人物像脚光

清河八郎像＝
清河八郎記念
館提供

史料の解説をする広田館長。「『清
河八郎』という名には文武両道を極
めんとする思いがこめられている」
＝庄内町清川の清河八郎記念館

清河八郎臨
出羽国清川村（現庄内町清川）

の酒屋の長男、斎藤元司として生
まれる。18歳の時に家出して江戸
で学問を学び、最高学府の昌平貴
に入学。清河八郎と改名し、私塾を
開く傍ら、北辰一刀流も修めた。
横田門外の変をきっかけに尊皇旗
夷（じょうい）運動に傾倒。同志と
「虎屋の会」を桔成し、全国の尊壊
派志士と交わった。1862年、上洛
（らく）する将軍警護を名目に浪士
組編成を幕府に認めさせ、上洛後
に浪士組を尊皇摸夷の急先鋒（き
ゆうせんぽう）へと転回させた。こ
れに反発して浪士組を離脱した者
たちが後に新選組を措成した。幕
府に危険視され、63年4月、章工戸・
麻布で暗殺された。

庄
内
藩
出
身
の
幕
末
の
志
士
清
河
八
郎
（
1
8
3
0
～
6
3
）
＝
詣
＝
が
没
し
て
今
年
で
1

5
0
年
。
故
郷
の
庄
内
町
で
は
明
治
維
新
の
先
駆
け
と
言
わ
れ
る
偉
業
が
今
な
お
語
り
継
が

れ
、
近
年
は
再
び
光
を
当
て
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
た
。

藤
沢
周
平
生
涯
調
べ
上
げ

最
上
川
に
画
し
た
庄
内
町
清

川
地
区
。
整
然
と
並
ぶ
家
並
み

が
か
つ
て
栄
え
た
舟
運
の
宿
場

の
面
影
を
残
す
。
更
地
と
な
っ

て
い
る
清
河
八
郎
の
生
家
跡
か

ら
5
分
ほ
ど
歩
く
と
、
緑
に
囲

ま
れ
た
荘
厳
な
社
が
現
れ
た
。

滑
河
を
文
武
両
道
の
神
と
し
て

ま
つ
る
清
河
神
社
だ
。
没
後
7
0

年
に
あ
た
る
1
9
3
3
年
に
住

民
ら
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。

神
社
に
隣
接
す
る
滑
河
八
郎

記
念
館
に
は
、
貴
重
な
史
料
が

多
数
保
存
さ
れ
て
い
る
。
母
親

と
西
国
を
旅
し
た
際
に
記
し
た

日
記
「
西
遊
革
」
、
暗
殺
さ
れ
る

前
日
に
両
親
に
送
っ
た
手
紙
、

の
ち
の
新
選
組
の
メ
ン
バ
ー
ら

も
署
名
し
た
浪
士
組
名
簿
な

ど
、
県
や
町
の
指
定
文
化
財
だ

け
で
も
約
5
0
0
点
。
全
国
か

ら
足
を
運
ぶ
歴
史
フ
ァ
ン
の
要

は
絶
え
な
い
。

「
清
河
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
、
史
料
に
基
づ
い
た
事

実
を
伝
え
て
い
く
の
が
私
た
ち

の
役
目
」
と
同
記
念
館
の
広
田

幸
記
館
長
（
6
8
）
。
司
馬
遼
太
郎

ら
の
歴
史
小
説
で
、
主
人
公
と

対
立
す
る
敵
役
と
し
て
措
か

れ
、
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま

と
い
、
「
山
師
」
　
「
策
士
」
と

評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
記
念
館
の
史
料
に

触
れ
る
と
、
文
武
両
道
を
極
め

ん
と
し
、
国
事
に
情
熱
を
懐
け

た
生
き
ざ
ま
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
広
田
館
長
は
「
仲
間
を

信
じ
、
国
を
守
る
た
め
に
命
を

か
け
た
。
東
北
人
特
有
の
心
が

表
れ
て
い
る
」
と
語
る
。

新
た
な
清
河
像
を
提
示
し
た

の
は
、
鶴
岡
市
出
身
の
作
家
藤

沢
周
平
だ
。
「
回
天
の
門
」
で
人

間
味
あ
ふ
れ
る
姿
を
措
い
た
。

記
念
館
初
代
館
長
の
成
沢
米
三

氏
が
恩
師
だ
っ
た
縁
で
、
記
念

館
に
何
度
も
通
っ
て
資
料
に
あ

た
り
、
生
涯
を
調
べ
上
げ
た
と

い
わ
れ
る
。
清
河
に
対
す
る
誤

解
に
つ
い
て
藤
沢
は
「
革
葬
を

使
い
捨
て
に
し
た
、
当
時
の
体

制
側
の
人
間
の
口
吻
が
匂
う
か

の
よ
う
だ
」
（
「
回
天
の
門
」
あ

と
が
き
）
と
述
べ
て
い
る
。

偉
業
を
今
に
伝
え
よ
う
と
、

記
念
館
や
地
元
の
清
河
八
郎
顕

彰
会
な
ど
は
、
生
誕
1
8
0
年

か
ら
1
5
0
回
忌
に
あ
た
る
2

0
1
0
～
1
2
年
の
3
年
間
、
数

々
の
記
念
事
業
を
行
っ
て
き

た
。
清
河
と
獄
中
死
し
た
妻
・

お
忍
の
合
同
の
法
要
を
2
人
の

墓
が
あ
る
地
元
の
歓
亭
寺
で
営

ん
だ
ほ
か
、
特
別
企
画
展
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
り
、
お

蓮
の
悲
劇
を
措
い
た
演
劇
を
上

演
し
た
り
し
た
。

動
き
は
県
外
に
も
広
が
る
。

新
選
組
と
の
関
わ
り
が
深
い
東

京
都
日
野
市
と
の
交
流
も
始
ま

っ
た
。
同
市
の
「
新
選
組
の
ふ

る
さ
と
歴
史
館
」
と
庄
内
町
の

記
念
館
が
共
催
す
る
特
別
巡
回

展
「
新
選
組
誕
生
と
清
河
八

郎
」
が
7
月
か
ら
同
市
で
開
催

中
だ
。
庄
内
町
の
記
念
館
で
は

1
0
月
5
日
か
ら
開
か
れ
る
。

出
奔
の
道
町
お
こ
し
活
用

人
「
元
気
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
」
（
東

京
）
は
、
地
域
お
こ
し
の
素
材
と

当

矧

矧

盟

耶

い
た
道
を
自
ら
歩
い
て
諷
劃
す

層

1

叫

歳
の
清
河
が
江
戸
に
出
奔
レ
池

時
の
ル
ー
ト
で
萄

六
十
里
越
街
道
を
通
り
、
寒
河

江
、
山
形
を
抜
け
て
上
山
に
翼

習
罰
．
を
完
全
應
恵
u

ヨ
城
瑚
引
州
笥
品
柄
捌
前

掲
u
出
し
．
、
こ
の
ル
ー
ト
を

「
回
天
の
道
」
と
名
付
け
た
。

戸
沢
村
出
身
で
同
ネ
ッ
ト
の

智
甜
到
蛸
習
野
呵
1
威
喝

尋
皿
粛
u
杷
自
ら
重

ね
合
わ
せ
、
「
回
天
の
道
」
を

生
か
し
た
文
学
散
歩
の
旅
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
観
光
振
興
や
交
流
人
口
揖

加
に
結
び
つ
け
よ
う
と
知
恵
を

笥
■
．
■
．
．
－

■
剣
矧
代
表
l
ぼ
「
清
河
は
山
形

の
謝
り
で
あ
り
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
ふ
る

さ
と
を
元
気
に
す
る
火
付
け
役

に
な
り
た
い
」
と
話
す
。

（中野龍三）
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